表紙・投稿規定・プレプリント・掲示板・編集後記・特集号案内・目次・裏表紙ほか by unknown
Title表紙・投稿規定・プレプリント・掲示板・編集後記・特集号案内・目次・裏表紙ほか
Author(s)



















iv)基鹿理論 (素粒子の統一理論 ,解析性及び対称性の理論 ,科学方法論
など )
5) 提 出 書 類
イ )応募の場合




4) 公 募 締 切 :昭和 44年 1月 51日
5) 着 任 期 間 :昭和 44年 4月 を予定 しています‡り






7) 注 意 事 項
(イ) 研究分野 i)～iv)のどれに応募するかをお書き下さい｡
(ロ)応募書類在中の旨を表記 して郵送 して下 さい｡
(-) 任期がついても良いかどうかを書き添えて下 さい｡
(ニ)着任期間の希望 もお書き下 さい｡
8) 宛 先 :名古屋市千種区不老町
名古屋大学理学部物理学教室
(郵便番号 )464 小林ひろ芙
辛) 前回の一･般公募 (和年 42年 12月 10日締切 )に応募 された方は ,特に
お申しこしのない限 り今回の公募による当物理学教室,D応募者 リス トに載
せ させて頂きますO
･*) iv)については場合によっては7月 1日発令となるこ,とがありますL-,.
LJl<**) これまでの例で任期cj=)年限は ,助手 ,教務員では2- 5年 (±1年 )ど
なってお ります.,
名古屋大学 理学部物理学教室 主任 碓 井 恒 丸





光物塵部門 助教授 1名 (教授には塩谷繁雄氏が在職中 )
当部門では ,∵光学的手段を用いて主 として固体物塵の実験的研究を行なう,
これに関 し意欲壕 もっ研究者を希望する｡
2 . 公 募 締 切 昭和 45年 12月 25日(衣 )
5. 提 出 書 類
. ..(甘 十 億鶴の場合
o 推薦∴番 (健康に開する所見を含む )
(コ 履歴寄 (略歴で結構です.)-
o 主 要 業 給 虹 J7h ト .I( 出 来 れ ば重要な論文の別刷)
( 2 ) 了 応 二審 ･G iZ I, 場 合
○ 圭 履 歴 書
○ 業 績 リ ス ト ( 主 要 な 論 文 の別刷)
o 所 属 の 長 又 埠 指 導 教 授 等 の本人についての意見書(宛先へ直送)
L q ゝ ､ 健 康 診 断 所
4.∴ 宛 先 東 京 都 嘩 区六本木7丁目22番1号
東 額 大 学物性研究所人事掛
電 話 (402)6254,6255,6258,6259
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5.注 意 事 項
公募書類在中 ,又は意見書在中の旨を衰記 し書留で郵送のこと｡













理論第 1部門 助手 1名
現在 '教授 .芳野 蛮 ,助教授 吉森昭夫 ,助手 石井広湖 ,助手 隊
井明夫が在職中｡






(5)公 募 締 切 昭和 44年1月51日(金 )
(6)提 出 書 類
(イ) 推薦の場合 ■
o 推薦書 (健康に関する所見を含む )
? 履歴書 (略歴で結構です )
o 主要業績 リス ト(はかに出来れば主な論文の別刷 )
(早). 応募の場合
o 履歴書






(8) 注 意 事 項















東 北 大 学 理 学 部 物 理 第 2学 科
威 ~ 芋 公 募
この度 ,当教室で助手 1名あるいは2名公募す ることにな りましたので 自薦
ならびに他薦をお願い します｡
1.~分 野 物性理論 ､(●担当教官 真 木 和 美 )
当研究室 としては超伝導 ,超流動でのゆらぎの問題 ,渦糸の運動 ,8-d
相互作用等のテ-アを研軍 しているが ,多体問題勘削 IJ,のある人であれば
特に一専門i,こはこだわ らないo
2. 資 ′rJtナ
5. 着 任 時 期
4. 提 出 畜 類





昭和 j{4年4月壇 (2--.5ケ月 前後することはさし
つかえない｡ )
し8
履歴書 (略歴で可 ),論文 リス ト(主要論文別刷 ),
研究計画｡
他薦の場合は推薦書｡`
昭和 44年 1月 15日
仙台市片平丁
東北大学理学部物理第 2学科
平 原 栄 治
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九 州 大 学 理 学 部 物 理 学 教 室
助手 (物性理論 )･公募















4. そ の 他
5.書 類 の 送 り先
物性理論
昭和 44年 1月 15日




a 発令はおそ くとも昭和 44年 4月1日
b 物性理論関係には 森 肇 教授 ,川崎 恭治
都築 ･俊夫 各助教授 ,吉田 健 ･岡本 寿夫
各助手が在職中である｡今回の助手は都築助教
授 とグループになって研究 .｡教育に携わ る予定
であるが ,必ず しもこだわ らない.｡
812 福岡市箱崎
九州大学理学部物理学教室







1. 分 野 と 人 員
2. 資 格
5. 提 出 書 類
4. 着 任 時 期
5.〆










主任 金 沢 秀 夫
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UNIVERSITY OF MIAMIuL







The Center for Theoretical Studies is continuing its
proqlram 'f6r･ptIStdoctoral theorists in the natural sciences･
Young scientists are afforded the opportunity of their
studies in association with the distirlguisbed visiting
member■S･in residence at･the Center.Areas of interest
ilClljde.phy苧ics'biology,Chemistry and pure and applied
matheLnatics.Encouragement is given tO interdisciplinary
research,new or continuing.
ProspeCtive applicants who are interested in
appointmeltS for the aCadeLnic year 1989-70 are requested
to.comluP.icat.＼er.with lne before January .15,19694The feH ows
will then be chosen by an interdisciplinary committee
purely on the basis ofmeritl.
They will receive stipends of $8,000.00 for nine months,
with the possibility of extensions for the sllⅣner Or the
foH owing acadeLhic year.
I would be most grateful to you if you would kindly
bring this announcement to the attention of outstanding












本年度収入総額は 1,517,.ー674円 ,支出総額 1,056,127円で ,
471,547円O-:)収入超過 となり ,次年度繰越金は 1,121,965円となる｡
収入は ,前年度か ら更にのびて 150万円の大台に乗 ったが ,支出の方 も前
年に引き続 いて 10)0万円を越 えた｡
収入の項
〔1〕 表 〔韮〕及び 〔V〕からも明 らかな如 く ,購読者数の変動が殆 どな
いに もかかわらず本年度に 150万円の大 巾な収入があ った0吊ま,'67
年度内に当然入るべ き収入が ,事務交替等による請求の遅れが ,本年
になり ,ようや く回収に至 ったということであ り ,その締約そ 50万
円は ,主 として商社 ,横国会員等の後払 いの講読者であるOこれによ
り ,本年度で ,その∴未払いは完済されたと考 える｡ したが って ,平年
度の会計ol収入は ,何 らかの事情 に供 う大巾な変動 ,修正をきたさな
い限 り1･20万円である｡
.〔2〕 預金利息が予算 より下まわ った理由は ,満期 日到来 ol定期 を継続預
金 したことである｡
支出の頓
発行貢数毎号平均 60頁 ,全休の支出を 98万円と見込んだが ,結果は
10万円の支出増になり ,105.6万円とな ったO
(1巨 印刷費は .,定数が毎号平均 L78貢 となり ,当初の予算 より10万 円ほ
ど支 出増 とな った｡
(21編集費は ,原稿料ol部分で増え ,予昇 を5万円ほど越 えたo Lか しこ
れによ って 78頁平均の頁数が実現.したとみ られ る｡
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(51 送料 も ,本会年度にな って学術定期刊行物の認可が下()たとや_,ラ.もの
の ,増長によ って一冊当 りの送料の単価は噛 え ,予算の時よ.リも6万円
程度増 k.たo
(4) 事務費は ,予動 二組んだ封筒作成の貨嵐が ,本年度内に作 る必要がな
か ったため ,殆 ど出資をみなか った｡ したが って ,この部分の予算が(2)
及び(5傾 の支出増加-充当 された ,とみることもできるD
全体 として見れば ,本年度収入は大 雨 ニO-:･.)びたが ‥出方支出も ,頁数0_-増加
に√よ･つて増加 した｡ しか し ,平年度収入･120万帽に対 し ,支出 10･0万円 と










ため編集費で5万円 ,他方事務留で 5万円 ,計 10万円支出増が予想されな
くはないが ,予算はその点を抜 いて組んだO支出総計は 98万円となり24
万円の収入超過 (巣字)となるO
か りに上記の10万円考慮 して予算 を組んだ場合で も ,全体.として 14万
円の黒字になり ,毎号 80貞平均の出版 を維持 しなが ら ,なお ,これ までの
線越金 を考 えな くても ,不則の事態に対処できるものと考える｡
'70年度繰越金は ,126万円乃至156万 となる.
以上の ように物性研究o_)次年度練越金は 100万円の大台に載 ったわけで ,
物価高の折から珍 しい ことです ｡ しか し判 ります ように大巾な繰越金の伸びは
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むしろ67年度に当然入るべ き収入がた また ま68年度分 として計上された一
時的現象で ,支出も平均点数の増加に,つれて増加 しそおり印刷所 より単価の引
上げ要求 もいづれ出て くると考 えられ楽観は出来■ま壱んムですか ら繰越金を預
金に して利子をかせぎじ っくり将来の支出増に対処す ることも十分意味あると
思われ ます し ,値 下げと云 うことは一寸考 えられません.た ゞし本年一事創刊 5
周年に当 ることで もあ り皆様の御支援が頂け るようなむ しろ前向きの形 で積立
金の購読者-の還元を考 えたいと思 ってい ます . この予算 としては一応50万
円を予定 してい ます｡ 是非触意見をお寄せ下さい ,議案 として御参考 までに編
集委員会に出たものなどを列挙 します と次O,通 りですo
1)物性研究 室適のシンポLyクム宜 行な う '1)
2)reportr 制度 1･2)
5)若手援助を兼ねて夏Ljj学校0_)講義 ノー トを掲載す る




2)数学におけ るヒル ベル トか 問 題に対応するもOlは物性物理では何か ｡
5) 物性物理におけ る情報伝達 cl方法はいかにあるべ きか
4)電子計算機Ul発達は物性物理 0-'研究に果 して有益か
と云 うようなも01を取上げ ,具体的には物理学会年会叉は分科会等ol折に適
当な講師を招いて会を開 くとか ,活蘭な意見ol持主 を公暮 して旅費支持で例 え
ば基研で桝 くとか考 えられ ま,lo
･t2) 基研以外の 場所で聞かれる研究会に レポーターを派遣 して旅 費 ,滞在費
等支給)∴ 研究会報告を作成 してもらうとい うことを考 えています ｡ 公募





物性研究の.お金がかな りあま ってい る ,とい うことと酪連 させてい たil',いて
もそ うで な くて も結構ですが ,物性研究者の中Lの庵導 的人物が ,'どうい う動機
でそ うい うことを研究す るようにな らたか /その歴史的変せ ん及び物性物理に
対す る考え方 ,などをテ ーマとして とりあげては如何で しょうが ｡ ∵たと▲ぇぼ個~
人的な話で大変恐縮ですが ,私に と っては松田博観光′主が どうい う動機で
vandonl 系 (,7_.)しか も深刻 な請に興喋 を もたれ るようにな った(I,か ,それは イJ
ギ リスにお られた項 rj1ことか ,それか らもうー寸さか0:l'ぼ って ,学隻で あ られ
た頃 どうい う講義に感銘 を うけ られて ,それが現在α1研究 とどうい う底 に結 び
ついているのか ･･等 々0､ことに非嵩 な週 刊誌的興味があ りますOた ゞL ac-
tlVe な研究者01平均年令 (45-48位 ?)か らい って 一,｢私.0-､歩んで き
た道上 とい,う ような自伝的 article をか くこ車には皆様難色をお示 しにな
ることで しょうか ら ,それはム リで し声う▲oそれで例 えば座談形式 とや -,イ㌢
ダービュー形式又は ア ンケー ト形式 でや っては如何で しょうか ｡二インタ-ビュ
弓 杉･式 としては ｢思想Ul科学｣､が最近毎月号01:,巻末にOlせている続 きもOlが う
まいや り方では ないか と思われ ます O ア ンケ ー ト形式 には ｢自然｣J､｢ポス ト｣
凋 もう少 しくわ しく ,い ろんな質 問をもキけ るとい ･ylことそo_.1他が考 えられ る
で しょうO芙 さいには アンケー トでや って ,そ/ilを編 集 してあたか も interト
vewerが行 って請をきいたかつこうにす 考10､も丁法か と思い ます O=
発想がい さゝか週刊誌的か も しれ ませんが ,仕草 と して表にあらわれたもの
は も車より ,一人一 人0､研究者のイ柳生やその脳 の楽屋裏の話 もお互に ,又若い
人たちに と って も有益 な0､ではないで しょぅか O 私が東屋裏を知 りたい人物 と
しては さきにあげ た船 出教授 をは じめ ,寺本 ,戸田の両先生 ,松原 ,l久保 ,中
島 ,森 ,碓 井 ,桂の諸先生 ,とくに変 った仕事を してい る方 々が あげ られ ます ｡
勝手 なことを申しあげて恐縮です｡ どうか気に入らなか ったらこの黄色い紙
刀 ミクズバ コに ポイして Fさい ｡
J.H. (北大地方編集員)
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〔 東 大 か ら の 連 終 〕
I
明日にでも大学が封蝕されれば通信は途絶えます O'11月■21日 (大 畠)
J r
プ レプ リン ト案 内
〔東北大‥工.応物.桂 〕
oSphericalmodelas the lim tof infinite spin a】imens.)/ona-
lity. (托 E,Stan王ey)
oPhase transition in the two-dimensional/Heisenberg
ferromagnet. (Ⅴ.Mubayiand栄.V.Lange)




phenomena･(to appear,in J.弛ath.､Phys.) 0,i.S.GrAeer])
〔東北 大.工.応理 .広地〕.
oRf)eCtrum Of lightdoubly scattered by an opalescent fluid,
(R.A.Farrell)
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プ レプ リン ト案 内
〔東北大‥工.応物.桂 〕
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lity. (托 E,Stan王ey)
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phenomena･(to appear,in J.弛ath.､Phys.) 0,i.S.GrAeer])
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o Decay ofCorrelation inLinearSystems
(叱 E.FisherandB.Widom)
0Criticaland SpinWaveScattering ofNeutrons from iron
(L.PasseH ,G.Shiranle;M..F.CoIL'lins,Ⅴ.J.Minkiewicz and
R.対athans)
･J Correlations at,theCriticalPoin･tof the rsingModel
(M.I.Buckingham and J.D.Gunton)
oAI】Omalousi3ehaviorofSotind near the CuriePoints
(KensukeTailiandNaoyukiTsuda)




･jThe()ry of theTuhnelirl_g Spectroscopy ofCollective
Excitatiop. (A.J.Bennett,C.B..Dukeand S.i).Silverstein)
oThe lsingModel.;FieldTheoretic aIld Functir)nalintegral
Aspects (EugeneHelfand)
J OilSpin-waveJm()des intCouplcd FerromagneticFilms
(GbHeber)
E:'EinfiuP v(HlFe5 Aト Insel;n in FerAトSystemen 己utdie
magnetischeStreuung langsamerNelitrOnen (K.Elk)




o EnergySpectrum of the∴Excitations in LiquidHelium II
(S.Sunakawa,S,Yamasakia√ndT.Xebukawa)
o Note on theRotationalStates inLargeSingle j-Shell
(A.Arima)
o Neutron Scattering andNatureof theSoftOpticalPhonon
in SrTiO5 (Y･Yamadaa-nd･G･Shirane)
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o CriticalProperties of theXYModel.
(D.D.Be'tts,M.H.Lee:)
oOn theSelf-consistentFieldApproximation._(P.L Leath)




a Theorems on the lsingModelwithGeneral$1-)in and Phase
Transitiorl. (M.StlZuki)･
･)On rheMethod ofAh()malousGreen Functions in t.he牧ondo
Problem zltZer()Temperarure. (SadaoNakajima)
oiLAagilCtic and Transport'Proper七･ieso･f･Fe lmr,1ユrities inRh
l'昌chR-A-Pd {-111oys･ (主iiros恒 Na銅 Sa甲a)≡
o ij;ffect(}fPres･S･けre ｡n the･h,nightShift inV51aridβ融 n55
や､毎tai'S･ (B･OkaiI,Y.Onoda;S･lVILinourとl,S.桝akarqura)




o Zeeman EffectofPhos.phol･esicehce･IH･Theor.y of.Phot｡-
selectior】forZeeman'LISplitPhospLhorescence,.
(T.Azt血工S.一Nagakura)
o Electron Interaction-LEE-･fects∴On theSoftX-rayEmission




Ordered'S鳥 Ite二 (耽 ･N.王もrdy,iF.Kiump,0..Scilrlep.p)
-275- 以上 松原
編 集 後 記
今年の物性研究は ,一時のやせおとろえたような薄い号 と適 って ･.-& に肉
付きのよい立派に見 える号が多か ったo'このように比較的厚い号を.重ねなが ら ,
基槽 t,ンポU ユクム0)折に松 的先生か らも報告 されたように , ′もうか る物性
研究,にな っているのは ,特に熱 心な編集委員が苦労 されているためで ,頭が
下が る思いである,
然 し ;物性研究の呆 してい る役割は向 かと自問自答 して見 ると ,ナ イーブな
谷が容易に見つけられない｡多 くの研究会や尊 間雑誌があふれ ,又 ,解説 も含
んだ沢山の商業ベースaI'権誌が並んでい ると ,それらか ら鋤きたい も隼 ,読み
たい ものを消化するだけで も時計の ように休むことが出来 ないであろうO そ し
て ,それ ら01鞄でなお充たされぬ隙間を見つけて刊行 されている0ニーが物性研究
であろうか ?編集委員 として ,これでは反逆罪に問われ るOlではない か と思い ,
色々考 えて い るうちに .次 O､ような解答 らしい もo'を導 き出す ことが出来たO
(1) 研究論文 (研究会報告)や論議録 についてのプ レプ リン トを重科で配布
してい ると考 えられ るO前者は尋問雑誌に現われ るであろ うし ,後者は商業雑
誌0-1解説や単行本にやがて現われ るであろ うことを期待す ると ,両者共何 らか
(71意味でプ レプ リン トと見なせ る｡
(2)研究についてuTl方法論 的な問題 ,研究熊制に出係 した問題 について も つ
と積極 的に投稿を求める｡ これらは現在ol世間(ブ､状態と考え合わせて ,研究oLl
能率 を高めて行 く上で大変壷宴なこ･とであろう｡
(5)プラス ･アルフ ァ O これは上記以外01記事O
これ らの事柄は ,他 のとOlような雑誌 もまねす ることが出来ないであろ う｡
(1匿 的係 して ,物性研究は速報であるとい うことが云われて きたO速報である
ことは聞達いないだろ うが ,長い論文に出 くわ した時 ,筆者のよ うに顔の よ く
ない者に と って '何がどのような近似で扱われ ,どれだけ01ことが云えた01か
?′ と云 うことが歳後迄読 んでみない と判 らない仕組みにな っているものが多
いOプ レプ リントで も始めにSynopsisがあるし ,それを設け ると史に読み手
a"l能率があが るのではないであろ うか - もし ,論文が読 ませ るためにあるのな
ら｡
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(2)の問題は ,大は国家予算 と尉適 した問題か ら ,小は個人の研究方法の問題
まで種 々あるであろうか ,筆者にも最近教室の態制 問題にか らんで ,相当な時
間 を資やす威 目にあ る｡叉 ,今 日安泰であるか らと云 って ,明 日は どうなるの
か も知れない と云 う問題のあ る処 もあるであろうo若 し ,各教室や研究所の古
参の方 々か ら ,各地の歴史的な発展 も含めて ,現在 どo_1ような道営が されてい
るか紹介 して頂けたらと考えてい ます 0 時に ,数だけをたよりに した民主的に
見える形態で商足 した り ,極 端に秘密主義C1教授会だけで安泰を触 ってい るだ
けでな く ,ど0.-ような形が研究 ,運営の両面か ら云 って ,責に能率 o_lよい制度
か と云 うことを却 る手謝 りが慮 られれば .研究上 も大変有益ではないで しょう
か ?
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立休.Irr イタタック :′(､＼又は ～
英花文字 :英花 ゴチック :≡:= 又は ､.㌣＼
ギリシ憾 字:ギ 下ツキ上ソキ .' ∧ V
鹿意〕①ギ yuヤ字の指定はロー マ字とまざらわしいものにのみ指定すること｡α,T,6,〟 ,〟,x･
aIなど､①あまり過度の活字指定は目がチラチラして見難くなります｡その場合は記号を決めて以下同じ
として下さい｡






















理 論 物 理 学 刊 行 会
SUPPLErh,fENT oftheProgressofTheoreticalPhysics




究についての現状を､日本における研究に立脚 しなが ら､綜合報告 としてまとめたもので
す ｡ 内容は､高エネルギ-核子⊥核子散乱の解析によって,中心部 (coreregion)の核
力がどこまで明かにきれたかについて書かれた部分 と､至近距離にある強い斥力､所謂
hardcoreの起源に関するレユくつかの試みについて書かれた部分 とか らなっています.
これ らの開襟は､筒今後の研究課題ですが､現時点で得 られた成果 と問題点が解説されて








販価 公費払 首8()0･- 私費払 首500･- (私費払の方は振替又は現金寄留による前払



















1､ 会 費 当 会 の 会 費 は 前納 制 を とっ て い ます｡ した が っ て
3月末 ま で に な る だ け (】年 間 分 会 費 を御 支 払 い下 さ い O
なお新 規 購 読 の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に 入 会 金 と して ､
100 円 お 支 払 い下 さ い｡




(1年 分 ま とめ て お 支 払 い が 困難 の 向 きはlvolul℃ 分 ず
つ で も結 構 で す｡)
2. 支 払 い の 際 の 注 意 :な るべ く振 替 用 紙 を御 利 周 の｣二御 納 入 下
さ い｡
な お 通 信 車閥に送 金 内 容 をJ必 ず 明言己して下 さ い D
3. 雑 誌 購 言売者 以 外 の代 理 人 が 購:言売料 を送 金 さ れ る場 合 ､必 ず 講
読 者 本 人 の 名 前 を明言己して下 さ い｡
4. 誌 代 の 支 払 遅 滞 の壕 合 :当 会 の 原 則 として は ､正 当 な理 由 な
`く 2Vol.以 _との言志代 を滞 糸内され た場 合 には ､送 本 をイ亭止 す る こ
とに な っ て い ます の で経口留 意 下 さ い｡
5. -一括 送 本 を受 け る場 ノ含 :イ国人購 言売中 に大 学 等 で一 括 酉己布 を′受
け る様 に な っ た場 合 は ､必 ず ｢個 人購 読 中 止 ､-一括 配 布 希 望 ｣
の適 某ロを して下 さ い｡ 逆 の場 合･も同 様 で す｡
6. 送 本 先 変 更 の場 合 :住 所 ､勤 務 先 の 変 更 等 送 本 先 が変 っ た場
合 は ､必 ず送 本 先 変 更 届 を提 出 して下 さ い｡
学 校 ､石井究 所 等 機三関 購 言売
1. 会 費 :学 校 ･研 究 所 等 で の､購 読 及 び個 人 で あ っ て も公費 払 い
の と き は機 関 会 員 とみ な し､代 金 は ､ 1Vol.1,800円 で す
この場 合 ､ 入 会 金 は不 要 で すO 学 校 ､研 究 所 の 会 費 の 支 払 い は
後払 い で も結構 で す｡ しか し購 読 申込 み を され る時 に支 払 い に
必 要 な請 求 見積 ､納 品書 各何 通 必 要 な の か をお 知 らせ 下 さ い ｡
な お ､ 当 会 の 請 求 書 類 で は支 払 い が で きな い様 で した ら､貴 校
貴 石汗究 機 関 の 請 求 書 類 を送 付 して下 さ い｡
2･ 送 本 中 止 の場 合 の連 絡 :発行 途 上 に あ る volumeの 購 読 途 中
中 止 は認 め られ ませ んO 購 読 中 止 され る場 合 に は ､ 1ケ 月前 ぐ
らい に 中止 時 期 を明 記 して ｢購 言売中 止 届 ｣を送 付 して下 さ い｡
2年11月14 欝四種郵便物認可
43年12月20日発行 (毎月1回20日発行)
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